
私

り

1.

ｔ

き．

の経験

●｀

-ａ

り

ｆ

ミ

ヽ

♂

一句

７

・

ＸＩＣｅ Ｐｎｎｌ ‘８５

千　ｍ　コ

・－

ｔ

J「

レ

ぶ

ぶ

同
い
ゝ●

添

湊｛

ｓ

．

だし

eで=ty

へ

雄

こ｀・ヽ

ゝ

1ﾑ
ぶ

１

り

　ゝ’

ｙ

ｙシ｀

･ ●

４

|
,
‐
／

Ｊ

一

汐

Ｖ

　心4

リ

ぐ4

ｅ

・

ぴ

－

　　　　ＢＵＮＧＡ ＢＡＮＧＫＡＩ
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世界最大級の巨花，学名AsorpMphallus Tita･JI（料ｲﾓ科］ﾝﾆｬｸ属）
ＡＳＡＨＡＮ　Ｎ０． ３ 発電所予定地踏査中，同河畔断崖で発見した

ジャングルの妖怪。数年間球根を頁成し続けたのち開花し数日で生涯を

閉じるという.1rxjoresia 5（XDRp. 紙幣を彩る珍花である．

　　　　　日本工宮・地質部千田（正）・山田（1985.7,31撮影）



技術二 ス

私の経験(シリーズ)

｢水力開発調査30年｣

　第二次大戦による

日本全土の荒廃の中、

そしてそれに追打ち

をかけるように関東、

東北地方を襲ったア

イオン、キャサリン

等の超大型台風、そ

んな打ちひしがれた

世相の中で過した青

年時代、国土再建こそが我が使命と意気に燃

えてこの道にとび込み丁度30年。恥かしなが

らその初志の幾分かの一しかできずに年を重

ねた。

　ここでこれまでのあらましと、特に印象に

残る幾つかの私なりの経験を記してみよう。

経験30年とはいえ、40、50才は鼻たれ小f曽の

たぐいであり、諸先輩諸兄には小憎のたわご

とと聞き流されたい。

　昭和28年：朝鮮動乱が紡織を迎え、一時的

な登ヘン景気もたちまち底冷えし、就職魁の

時代に、巡開けて日本工営に入社、直ちに東

北屈指のハイダ･ムであった北上川水系田面ダ･

ムと、この水を便っている猿ケ石発電所（電

源開発会社）の埋設現場へ赴任した。

　当時電源開発会社は発足間がなく、未だ一

部の幹部織以がそろっただけで、実質的には

設計咄工管理のほとんどをコンサルタント会

社バ当時日本ではこんな業任の名はある筈が

ないが実状として）に姿託されており、ピッ

カピカの電見のヘルメットとダブタブの屈服

を自慢気に着込んだ日本工営からの出向織Ｕ

が定見建設lﾄﾞ務所（総勢30乞ら.）の大半を占

めていた。発足所は水路延長的5krn、落差92
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ｍ、最大出力27,000ほ、当時としては大型の

発電所であった。特にその水路のほとんどが

蛇絞岩の中を通すむので、その難工事の程は、

直後に出版された7土木地質」小真義雄署の

初版に教材として採り上げられたほどである。

トンネル掘削（円形断面4.5m）再三再四

地圧と湧水のため掘進不能になり、その都度

巻立完了の部分も含めて敏治ｍづつも放棄し

つつ、岩質の良い方向に折り曲げながら掘進

するという他に冽を見ない形状のトンネルと

なった。余談であるが貫通直前、貫通測量責

任者が怖くなって夜逃げしたというエピソー

ドを残しながらも敏ケ月の工程遥れのみで完

成した。地質調査証としてこの道を歩んだこ

とになる自分にとっては､正にこの上ない洗礼

を受けた現場であった。

　その後、湯田ダム及ひ･仙人発電所（岩手県）、

胆沢第二発電所（岩手県八木地山ダム（山形

県）の測量、電気探査による地質調査などを

経て、牧尾ダム（愛知用水公園、後に水資源

公団の母体となる）と廻る。牧尾タムにおい

ては、地質踏査の助手･を努める片わら、白か

ら進んでボーリンクのチャックマンを志望、

技工さんにパイレンで頭を小突かれなからも

一日の終りにカンテラの灯をたよりに、その

日に自分達の採ったコアーのスケッチ仝矢か

さず続け、岩を兄る目を握った。

　海外へ：昭和29年末、急拠雨べlヽナムヘ向

うことになった。当時日本工ｙ桂L八入自国1

穴は、未だサンフランシスコ粂杓締剔M･jかな

く、日本人の渡航が砥ぬて囚班な時代に火山

アジアをはじめ西欧を含めて稲ﾉJ的にf.レliを
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探し歩いていた，すでにビルマでは戦後初の

日本人による海外志気としてバルーチ－ン発

電所工事が進められており、海外第二のプロ

ジェクトとして、南ベトナム、ダニム発電所

の調査設計が成約の運びとなっていた，当時の，

自分の上司は志賀正臣氏（後に中央開発技師

長、小貫義雄、田中治雄氏らの学友）であり、

体力的スタミナと手先の器用（ボーリングオ

ペレーション）さを買われて助手として連れ

られたわけである。二名のオペレーターと共

に、フランスの客船で２週間の航海であった。

今から思えば豪華な客船での旅なんて常時ら

しいの一語につきるが、当時の私の月給７千

円に対してべｙナムまでの航空運賃は片道12

万円程でかたや能代は５万円程度であったよ

うで、その差は給料の10陪であり、会社とし

てはソロバンが合わないから船にしたという

だけのことであった。これは、後にも先にも

我が社での最初であり最後の国際航路での出

張となった。このダニム発電プロジェクトは、

ダムの堤高40m、場長1.8kmのアースダム、

発電所は圧カトンネル延長4.9km内径3.4m、

有効落差800mの東洋屈指の高落差で出力16

万Ｗである。訪」量、地質調査から実施設計ま

で15ヶ月で仕上げるというスピード作業で、

　「スピード」は当時の我が社の国際市場での

セールスポイントでもあり、作業は過酷を極

め、マラリヤ、デング熱などで但|れる者も少

くなかった。

　当時国内て｛水力開発は活発に行われ、電

苑の肘只見、大,ら､熊野川水系の十ilツ､北山

川の池原､その庖の各大型発宛所など､ベトナ

ムから帰国後しばらくはそれらの国内プロジ

ェクトを駝け廻っていたが、昭和33年末、阿

び海外へ出ることになった。

　インドネシヤの東部ジャワでは、雨期にな

ると約８ケ月以上にわたって冠水してしまう

広大な低盆地があり、インドネシヤ政府直轄

でこれを排水して安定した水田にすべく工事

が迎められていた。工事は比高約100m､巾約

一

一

-

- ス

1.5km､数百万�のコーラル石灰岩を開削して

水路を造ろうとするむので、工期15年程度を

見込まれソ運からの大型重版を導入して進め

られていた。これを見た我が社のボスは、ト

ンネル計画案を勧の、工期１年半で完成させ

ることを約束、その調血尿員４名の中の一員

として赴任した。このプロジェクトは今日隆

盛をみるインドネシヤでの我が社のコンサル

タントサービスの第一巾となったが、惜しむら

くかな､社の海外犠性者第一号く上司がマラリヤ

で赴任10日ほどで逝去)を出してしまう。し

かし工事は予定通り完成、この好評は社のそ

の後の飛躍の踏み台となったと同時に、自分

もそれから５年間ほとんど巡読しての水資源

即発調査のためインドネシヤに踏みとどまる

ことになった。束部ジャワの和綴川クラスの

大河ブランタス河絵合開発のダムサイト10

地点､以上に及ぶ予備調査と一部実調、ボルネ

オ島カリマンタンのリアムカナンプロジェク

トなど、転々として駈け昌る。基本調査のみ

の地点などでは、当時だれもがそうであった

ように自分で地形図を作り、地質踏立から湖

水、ダム発電所地点の選定、１～２本のボー

リング程度は自分で犯則調査関係図書のま

とめまでやった。それらのプロジェクトのう

ち、すでに５地点が完成、３地点が着工芒

れようとしている，中て沌最に二完成した

カランカテスダムは堤体積650万ｍのロック

マイルで、貯水谷量６．５隠�は日本の殼大禍

のダムに匹敵する。

　この時代、国内での電力は火力中心になり

水力間宛は下賜気味、それに腸い、地質の

{日随山地から品田土木開運が多くなり、こ

れに伴って土.質工学閥及位崇が河らしい迎

巾を見せていた．久しく未開地を珪けている

間に技術的｀｀おのぼりさん″になり、あわて

て軟弱の勉強に扇を出し、しばらく送電線、

地中線等、部占閉及電力設備工雅にぼう調

沓に従ｊした。

　そうこうして昭和44年、牝スマトラのアサ
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ハン河水力開発調査に乗り込む。この計画は

明治末期にすでにオランダ人によって着目さ

れ、第２次大戦中オランダが工事を開始、戦

中は社の先輩諸氏がその工事を継承、戦後は

フランス、スエーデンなどが調査、昭和35年

から38年にかけてソ通が本格的調査に乗り出

し、着工寸前でスカルノ失Ｗと共に手を引い

たという因縁のプロジェクトである。結局そ

の時点でも調査結果は工事着工には結びつか

ずしまいであった。

　それから数年、都市土木開運調査と、二、

三の国内ダムプロジェクトに関係、その間に

JICAのガンジス･ジャムナ河架橋計画調査団

の地盤調査主任者として現地調査に参加など

を含め、２、３の短斯海外調査に参加したも

ののほとんどを国内で過す。そして昭和51年

再びアサハンに入り、現地に1.5年とホーム

ワーク１年の２年半にわたっての実施調査に

携わる。

　その後、社の福岡支店に転任（日本応用地

質学会九州支部の発足と発展に微少でも拘ら

せてもらえた）地すべり調査施工に携わる。

　地質工学的に忘れえぬ経験としていくつか

をあげれば、

　ａ）猿ケ石発電所圧力Ｆンネルエ事での

　　　尺丸太の支保材を甦.なく座屈させるあ

　　　の緑泥化著るしい蛇紋岩の巨大な膨張

　　　力と山鳴りを伴う地圧。

　ｂ）ベトナム、ダニムプロジェクトにお

　　　ける、花図岩風化帯の厚さ（表面は岩

　　　相をとどめなから、その真砂化は敏治

　　　川二も及ぶ）｡そのためトンネルルート

　　　の選定に困リ、無理を押して通したと

　　　ころ、エ･抒で湧水と真砂の拶し出しで

　　　行き詰まり、本末なら薬液注入が最適

　　　なところを、海外というハンテツから

　　　普通セメントのみの毘入て･なんとかそ

　　　れをクリヤーしたが、匯か100 mの区

限

　　間に５ケ月余を費やしたこと。

ｃ）リアムカナンブロジェクトでもや

　　はり風化が厚く、当初アーチダムを考

　　えたが、ボーリング結果、両アバット

　　の堅岩線が河床から僅か数ｍしか上ら

　　ずあとは全部ラテライト化した定積土。

　　アーチどころか重力式の基礎にもなり

　　得ず結局アースフィルで完成。初期の

　　踏査で地質屋の言うことはあてになら

　　ぬと一身に批判をあびる。（地質は石

　　英雲母片岩主体の結晶片岩）

ｄ）カランカテスダムの初期の昭和33年、

　　フランス人は、今でいうブレｙオメー

　　ターを用いて孔内抜荷試験（火山町注

　　固結粘性土を対象）を行っておりそれ

　　を画期的技術と目を見張って驚いたこ

　　と（数年後、森技研によって日本に導

　　入される）。

ｅ）ブランタス総合開発に伴い10～30年

　　に一度大爆発を起すクルド山という標

　　高1,000 m余の火山がある。これは頂

　　上に径500m程度のカルデラ湖をもつ

　　加、1919年の爆発で、湖水加熱泥流と

　　化して流下､5.000人もの死者を出した。

　　これの対策として、外輪山の外側中腹

　　から湖をめがけて排水トンネ乙を拐り

　　湖水を十分低下させておくこと;こより

　　熱泥流を防止する工事がオランダによ

　　って施工された。その後lり51年に天窓

　　発があったが排水効果があって僅か７

　　名の死者に留められた。しかし排水ト

　　ンネルら爆宛によってひどく壊された

　　ことと、湖底が以前より低くなったた

　　め、さらに低いに置に新たにトンネル

　　を掘る計画があり、その防体的計画を

　　練るべく現地を洋しく調査する図会乞

　　得た。かような防災村政らあるという

　　ことで、これも興味ある経験であった，

帽　そしてアサハンブロジェクトて≒らろっ

　　これについては珀を別にしてそのフロ
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ジエクトのあらましを紹介しよう。

　アサハン開発：　古米因縁のこのプロジェ

クトの主要部の開発は丁度この正月完成をみ

た。オランダ、旧日本軍、ソ逐、など数々の

国々が試みた開発も戦乱などで失敗を繰返し

ながら遂に日本のアルミ３社を主体とする民

間と政府の支援によって､最大出力51万KW年

間発生電力量的40厄KWH（ちなみに日本最大

級の佐久間発電所は12.6億KWH）の発電設備

と年産22.5万t（現在の国内金生産量に遣る

量）のアルミ精練工場がついに完成した。

　アサハン河は北又マトラの背陵山地中央に横

たわるトバ湖から流れる唯一の河川である。

　湖水面標高905m､湖によって自然調整され

た水は年中100�/sec前後とコンスタントな

流れをみせ、しかも、途中15km区間で、100

m以上の高さの滝二つを含んで的600mの落

差をもっており、国原的にも稀にみる奸条件

のそろった水力発電プロジニクトである。

　湖は一種のカルテラ湖（正しくは火山性構

造陥没）であり、このトバ火山から噴出した

火山砕屑物は４万�にも拡がり、その厚さ最

大500 m以上に及ぶ。火山防府物の大部分が

無言性の噴出物で岩質は流紋岩質溶結凝灰岩

　（l卯imbr比eと総称している）で、200～300

m以上の厚さにわたってほとんど岩質変化を

示さないというまれにみる均質な大塊状岩休

となっている。従ってプロジェクトの地質は

土木工学的にきわめて施工性にすぐれ調査も

工事も比較的順調に進めることができた大き

な要因となった。

　調査は現地15ケ月問、ポーリンダ総長7.000

m（すでにソ巡が数干m、1971年の日本工営

隊で数千ｍ据られている）､横坑1,000 mなど

で･、最盛時40名の日本人調査隊以が活動した。

　アサハン河は、溶岩台地を200m～300mも

の深さにまで下刻して流れ、台地面からの覗

景は、かのグランドキャニ才ンにも以たむの

で、それだけに各サイトとも地形が嶮しい。

　この度完成した部分は３つのダムと２つの

発電所（１ケ所は地下式）であるが、特に最

下流部のダムサイト（高さ75mのアーチダム

が完成）は両岸鮮度平均約70°これが高さ200

m近くにまでつづく。そのため航測でも谷底

は暗くてまともには撮れず、計画段階では河

床がどれはどの高さなのかもはっきりしない

　（河床は前人未踏、1971年に自分が河まで’あ

と30～40mのところまで｀ロッククライミング

しつつ踏査したが、しばしばのオーバーハン

グにさえぎられ確認までには至らず）まま基

本計画が企画された。

　この調査に携わって印象深いことはきわめ

て多いが、その中でも強く脳裏に刻まれてい

るものの２、３をあげてみよう。

　ａ）最下流ダム地点で人開かサイトを調

　　　査歩行できるようにするたのの仮設（ケ

　　　ーブルラインと断崖に仮設したパイプ

　　　階段や回廊）だけで1.5億円の費用を

　　　要したこと。

　　　　そして、10�のウインチによるケー

　　　ブルラインのゴンドラに乗って深さ200

　　　mの割れ目のような岩にん順初として

　　　河の水面近くまでおり立ったこと……

　　　真昼というのに暗くて写真も撮れず。

　♭）ロッククライミング中、辛じて岩に

　　　しがみついているとｙ二目の前で猛毒

　　　のグリ一ンスネークとにらめっニし、

　　　岩場をたたきぶちるか植まれるかの二

　　　者選択にせまられたこと……数分後記

　　　は私を放免してくれたので助かる。

　ｃ）技術的なヽこととして、最下流ダム地

　　　,弘で、河床から匯か20m程で15収ドＪ

　　　にも及ぶ大政堅氷に直面レダムの安

　　　定性とその圧力の関係について映討、

　　　その結果、カーテンクラウト乱をこの

　　　政巳帯にまで刹血するとに対して、そ

　　　の処理はきわめて困難となるので、通

　　　常言われるダムμとカーテン深さの閉

　　　係式に逆らって、特別にカーテン乱を
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　　　短くしたこと。

　ｄ）やはり下流サイトで、両斜面が急峻

　　　なため、クリープ気味の岩塊がいくつ

　　　かおり、調査レポートで、それを除去

　　　して作業するように提唱していたもの

　　　の、工事中に予想をはかるかに上廻わ

　　　る巨大な岩塊が滑落、巾10m足らずの

　　　河を瞬時にして100�/secの河を堰き

　　　止め、貫通したばかりの工事中の仮排

　　　水路が時ならぬ通水路となり、中のダ

　　　ンプカーなどを押し流す（奇跡的に人

　　　間は助かる）という大事故が発生した。

　　　これは我々調査屋の甘さのなせる技と

　　　ひどく反省している。などなと………。

　これまで調査屋として多くの開発達上国で

の経験から、この種の業務に携わる新進の方

々のために特に心すべきこととして二三の要

点事項をあげてみよう。

一

一 ユ
一 ス ｍ

　１）先ず頑強な体力をもつこと（体力は調

　　査精度を高める）そして風土病対策を怠

　　らないこと。

　２）現住民（特に土着民）と徹底して人道

　　的につきあうこと……

　３）地質は日本と違う、特に熱帯では風化

　　帯が異状に厚いことが多いことを忘れな

　　いこと。

　われわれが今後とも未開地で活躍するには

上の3つがキーボイントだと思う。特jこ1）ば最

重要だ。私は今年もこれからも青梅マラソン

30kmを走るつもりだ。そして体力の劣化度を

計測し、それをいかに最少限に留めるかを努

力するためにＥつまたあのオーバーハングを

クリヤーしなければならない時が来るやも知

れぬことを心して。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（完）
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